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限定した。）知的障害の幼児は 3 名で、A 児（男児、授
業 開 始 前 の CA42 ヶ 月；DA11 ヶ 月 ）、C 児（ 男 児、
CA46 ヶ 月；DA36 ヶ 月 ）、G 児（ 男 児、CA65 ヶ 月；
DA36 ヶ月）であった。自閉症スペクトラム障害の幼児
は 4 名で、B 児（男児：CA45 ヶ月；DA39 ヶ月）、 E 児
（ 女 児、CA60 ヶ 月；DA18 ヶ 月 ）、F 児（ 男 児、
CA55 ヶ 月；DA20 ヶ 月 ）、I 児（ 女 児、CA72 ヶ 月；
DA42 ヶ月）であった。上述した授業開始前の DA は、























体的には、A 児、E 児、F 児、G 児はコミュニケーショ

























































































年６月～ X ＋ 1 年 3 月の 10 ヶ月で、計 16 回行った。




































の 2 名で手をつないで動く」、「自発的に教師 - 対象児 -
教師の 3 名で手をつないで動く」、「自発的に仲間 - 対象
児 - 教師の 3 名で手をつないで動く」、「自発的に仲間 -













の評価は２回実施した。1 回の評価には 3 時間程度を要
した。
　 ２）「 手 立 て 」 の 評 価：Table 3 に 示 し た「 環 境













































































































































Fig.3 に示した。総合発達年齢（ｔ（６）＝ 4.11,p ＜
0.01）、「対成人社会性」（ｔ（６）＝ 4.17,p ＜ 0.01）、
「対子ども社会性」（ｔ（６）＝ 3.77,p ＜ 0.01）、「理解
言 語 」（ｔ（ ６） ＝ 3.65,p ＜ 0.05）、「 表 出 言 語 」（ｔ
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Support of early social and communicative development in infants with 
intellectual disabilities: 
Focused on evaluation method of the “lesson of play”
Yoshii Sadahito ＊　 Kamikariya Yusuke ＊＊　 Fukutani Kenji ＊　 Ueda Midori ＊
Ookura Midori ＊　 Takahashi Sachiko ＊　 Nakano Miko ＊
　 In this study, we conducted the “lesson of play” that involved “see - plan – do - see / improvement process”. The 
goal of the lesson was to promote the early development of communication and sociality to infant with intellectual 
disabilities of 3-6 years old. Through by performing the evaluation of lesson based on the terms of "target" and "teaching 
methods", we examined the appropriateness of the learning activities and objectives set. Consequently, the evaluation of 
lesson based on the behavior objective indicators of the "target" was able to capture the developmental changes of the 
early communication and sociality of infants with intellectual disabilities. And the evaluation based on the indicating in 
the terms of lesson improvement of the "teaching method" was promoted the consensus building of lesson improvement 
in the team. From the above, we concluded that the evaluation of lesson based on the point of view of "target" and 
"teaching method" is effective for validation in the "lesson of play "
Key Words : infants with intellectual disabilities, lesson of play, evaluation of lesson, early sociality, communication
＊ Special needs education school for the mentally challenged at Otsuka, University of Tsukuba













































































































WISC-Ϫࡢ IQ ⩌ᣦᩘ㸦8ṓ 11࠿᭶㸧 DN㸫CASࡢᶆ‽ᚓⅬ㸦9ṓ 0࠿᭶㸧 
FIQ 121 PIQ 127 VIQ 113 
VC 112 PO 120 FD 109 PS 120 
 
඲᳨ᰝ 103 
ࣉࣛࣥ 117 ྠ᫬ 102 

































































































































































































































































































Q2 　 はじめての 問題を とく時は、今までの 学習を 思い出し
ますか？
Q3 　 問題を とく時は、いくつかの 方法を考えてから えらびま
すか？
Q4 　自分の考えを言葉で説明できますか？
Q5 　 友達の やりかたが「いいな」と思って、参考にしたこと
はありますか？





































































90 点以上が 19 人であった。対象児は 100 点であった。
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Teaching practice in a regular classroom considered 
on individual cognitive characteristics education
―Toward the ideal inclusive education―
Shizuka Muramatu ＊　 Shinji Okazaki ＊＊
　 Further reasonable accommodation for students in regular classroom has been required from the current topic about 
the inclusive education that demand possessing unique characteristics of several children with special educational needs 
as well as other students. Therefore, we assessed cognitive characteristics of a student with special educational needs 
and other students using PASS theory of  intelligence. As a results, the weakness in planning was observed throughout 
the entire class including the child with special educational needs. Based on the results, instructions based on the 
Process-Based Instruction (PBI) were administered in the subjects of math and writing in regular classroom. The 
Performance Assessment and related questionnaires at instructions before and after indicated that an increased 
identification of the motivations on both child with special educational needs and other students. These results suggest 
that children with special educational needs as well as all students in regular class may benefit from an educational 
intervention based on cognitive characteristics, especially on planning in PASS theory of intelligence.
Key Words : inclusive education,  developmental disabilities,  PASS theory of intelligence
  ＊ Moriya City Ooisawa Elementary School




































































































































　　　　１歳 2 ヶ月 ･･･ 寝返り
　　　　１歳 4 ヶ月 ･･･ 染色体検査をしたが異常なし
　　　　１歳 6 ヶ月 ･･･ 理学療法、作業療法開始
　　　　１歳10ヶ月 ･･･ 幼稚部子育てひろば参加開始
　　　　１歳11ヶ月 ･･･  M owat Wilson( モワットウィ
ルソン ) 症候群と診断される
　　　　２歳 7 ヶ月 ･･･ 療育機関に 2 ヶ月の母子入院 
　　　　３歳７ヶ月 ･･･ 知的障害幼稚部に入学
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Support for entering school in early nursery department of special
 needs education school
― Collaborated approach for infants with multiple disabilities ―
Sachiko Takahasi ＊　 Mdori Ookura ＊　 Midori Ueda ＊　 Kenji Fukutani ＊　 Sdahiko Yoshii ＊
Yusuke Kmikariya ＊＊　 Miko Nakaya ＊　 Ktuhiko Nomura 　 Akiho Tamaru ＊＊
＊ Special Needs Education School for the Mentally Challenged, University ot Tsukuba























































が示されてきた（Table 1, 　 Fig. 1）。
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を、以下の Table 2 に示す。



















拠検査（以下 CRT- Ⅱ）の得点率は、Fig.2 の通りだっ
た。











れた。そこで、対象児 A、児童 B、C、D（児童 E は欠
席 ） に フ ロ ス テ ィ ッ グ 視 知 覚 発 達 検 査 を 行 っ た
（Fig.3）。フロスティッグ視知覚発達検査の結果は、対
象児 A の知覚指数は 62（知覚年齢 3 歳 8 ヵ月；生活年
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Fig.6  3 つの指導方針と授業



























































Teaching instructions of arithmetic for physically
challenged children with difficulties in visual perception
～ A Verifying the application of teaching method used in
special needs education school for the visually impaired 1 ～
Yhiharu OOKAMOTO ＊　 Koji SATO ＊　 Akiho TAMARU ＊　 Yoshio MIYAZAKI ＊＊
＊ Special Needs Education School for the Physically Challenged, University of Tsukuba
＊＊ Special Needs Education School for the Visually Impaired, University of Tsukuba
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実践報告










り離れた Pursat 県 Pursat 市 ( 以下，プルサット市 ) に





　当初，教育省 (Ministry of Education Youth and 
Sports 　以下 , 教育省 ) のインクルーシブ教育担当者か
ら，「発達障害」児者支援施設として DDSP の紹介が
あった。しかしながら，現地における面接調査の中で






　DDSPはHandicap International of Belgium in Pursat
によって創設された。創設団体が撤退した2003年以降，
カンボジア国のNPOとなった。その際，同じ略称であ
るDDSP(Disability Development Services in Pursat)か









る。現在DDSPは，Ministry of Social Aﬀ airs, Veterans 
and Youth Rehabilitationが各県などに組織している 
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''63 ࡣ࡞࠸ࠋ௚ࡢᆅᇦ࡬ࡶ ''63 ࡢάືࢆᗈࡆࡿᕼᮃࡀ
࠶ࡿࡀ㸪ண⟬ࡀ㝈ࡽࢀ࡚࠾ࡾ㸪ࡇࢀࡲ࡛௨ୖ࡟ࡑࡢάື
ࢆᗈࡆࡽࢀ࡚࠸࡞࠸ࠋࡑ࠺࠸ࡗࡓ≧ἣ࡛ࡣ࠶ࡿࡀ㸪ࢱ࢖






































  調査場所：カンボジア国プルサット市 DDSP，および
プルサット市 Prey Nhy 小学校特別学級
　調査年月日：2013 年 2 月 6 日 ( 追加調査 2013 年 10
月 31 日 )
３．調査方法
　事前に設定した質問項目に従った，DDSP のディレク












　① Community Based-Rehabilitation (CBR): 地雷によ
る下肢障害者を中心にすべての障害種を対象としている
リハビリテーション。
　② Mith Komar Pikar Project/Children with 
disabilities project: 障害児者への理学療法や，公立小学
校に併設された特別学級への支援。
　③ Paraplegic and quadriplegic Rehabilitation
(QPR)：対マヒと四肢マヒを持つ大人のためのリハビリ
テーション。
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　①スタッフの構成：正規のスタッフは 12 名 ( 男女は
同数 ) で，他に 30 名のパートナースタッフがいる。
パートナースタッフは，病院，DSAVYR，教育省等，
県 ( 国 ) 機関からの派遣である。正規スタッフの中で 10
名が大学卒業，2 名が高校卒業である。彼らは DDSP の
プロジェクトのコーディネイター，DDSP の運営，教
育，ソーシャルワーカー ( カウンセリング )，理学療法
の業務に関わっている。筆者がこれまで見学したカンボ







増員は，DDSP から NPO のドナーへその旨を申請し，
承諾をうることが必要である。なお，ここでのドナーは
NPO への基金提供者の意味である。DDSP に限らず，
多くの NPO が複数のドナーから NPO へ資金の提供を
受けている。
６．DDSP への運営支援















Australian Aid, Australian Red Cross, Goutte d'eau 
Foundation, A Child Support Network, Global 
Interaction, Kinderpstzegels, Medical Scientific Aids for 
Vietnam, Lao and Cambodia(MSA VLC), Heifer 












388 名である。そのほか，聴覚障害児が 24 名，後述す
る小学校に併設されている知的障害児のための特別学級





















　③ DDSP では直接 , 子どもたちがセンターに来ること
はないが，次のような３つの方針で関わっている。
　 a. 私たちは，子どもたちとともに活動する。



















　②知能 ( 発達 ) 検査：カンボジア国では，知能 ( 発達 )
検査は医療の領域であるので，医師以外の DDSP のス
タッフは知能 ( 発達 ) 検査を直接実施しない。DDSP の
活動の中で知能 ( 発達 ) 検査を実施する場合は，医師の
指導の下に DDSP のスタッフが検査をおこなっている。
44















あった (JICA：2013 年 9 月面談 )。
　 1. 所在地　プルサット県プルサット市 Prey Nhy 小
学校に併設の特別学級である。DDSP からはタクシー，
バイク , トゥクトゥク等の交通機関を利用して 10 分あ
まりの距離にある。






　ダウン症 :3 名，知的障害 ( 水頭症 ):2 名，知的障害：2
名，視覚障害 ( 弱視 ):2 名，「自閉症」( おそらくは，弱














































障害を中心に－ ,  筑波大学特別支援教育研究　 No.6,p.37
・間々田和彦 (2013A) 　カンボジア国の特別支援教育報告②－統
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Report of special needs education in cambodia No.3
Community support of children with disabilities,and 
Special class that is attached to a public primary school
Kazuhiko MAMADA ＊　 VAN Vy ＊＊
＊ Special Needs Education of the Visually Impaired, University of Tsukuba
















































































































































⑤ 誕生日の順番に並んで下さい。先頭が 1 月 1 日、最後が





















































































































































































・口形が見えないと [ 全くわからない、不安、やる気がなくなる ]。
・読話には集中力が必要で、長文、複雑な内容の読み取りは大変である。
予 測 や 類 推 な
ど で 指 示 さ れ
た 内 容 を 理 解
していること
・指示内容がわからなくて、[ 皆のまねをして行動する。聴者について行くだけ ]。　 
・周りの様子・行動を見て、[ 想像・予測・類推 ] して、[ 勘 ] を働かせて行動する。  
・それまでの課題の流れなどから行動の仕方を予測できた。






予 測 や 類 推 で
指 示 内 容 を 理
解 し て い る も
の の、 常 に 曖





・見ただけでは分からない細かい指示内容に合わせて行動するのは [ 難しい・戸惑う・混乱する ]。



























・その場の状況や怒っている理由が飲み込めないまま、怒られるのは [ 怖い、不安、困惑 ]。
・教室の雰囲気も悪くなり、全て話がわからない自分のせいだと思ってしまう。
自分に教えてくれた聴者が注意された場合
・自分のせいなので [ すまない、申し訳ない ] という気持ちになる。






































































聴 覚 障 害 者 と
し て 必 要 な 支
援
・口を大きくあけて、ゆっくり話してほしい。そうするとわかりやすい。





































































　卓球をする際に音はあまり必要ないのではないかと思ってきたのだが、 実際は違うのではないだろうか ･･････ 聴者との
試合を積み重ねていくうちに私たちは卓球と音との関係性を強く感じるようになっていった。

































































































































































































































































































会）研究集録　Ｐ 107 ～Ｐ 108
伊東靖雄　高田史子　秋島康範　鈴木牧子　 2011 　聴覚障害の
理解推進のために～難聴擬似体験の進め方～　平成 22 年度筑













「難聴擬似体験」について～　聴覚障害 11 月号　Ｐ 4～Ｐ 8
59
Simulation program of hearing loss for deaf students
― In relation to the awareness of their hearing loss ―
Makiko Szuki ＊


























































































































































































































































































































































児 A と B，脳性麻痺ではないが上肢機能に困難のある














　特別支援学校小学部に在籍の小 1 児童 5 名（男児
A，B，C，E 及び女児 D）。
（２）指導期間及び指導内容

































































































　 A と E は，どちらも遠視で眼鏡を使用している。視
力は矯正して両眼で 0.7 ～ 0.8 程度であるが，ものの見
え方について問題も多い。B は近視で眼鏡使用している
が矯正視力は 0.6 程度である。ものの見え方について




































































































































































　ただし，毎回 2 枚で 1 セットとし，1 枚目の作品で 1
枚のシート，2 枚目の作品でもう 1 枚のシートを書くも
のとした。
　 Fig.4 は，対象児 A ～ E のシート 1 のよくできたと
ころというよい評価の気づきの個数を表したグラフであ
る。
　 Fig.5 は，対象児 A ～ E のシート 2 のよくできたと
ころというよい評価の気づきの個数を表したグラフであ
る。
　 Fig.6 は，対象児 A ～ E のシート 1 のがんばるとこ
ろという悪い評価の気づきの個数を表したグラフであ
る。





　実施期間は，平成 X 年 4 月～ X 年 11 月で，それぞれ
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Fig.8「よくできたところ」「がんばるところ」シート











































　③シート 2 でも，B と D は「字の形」をよくできた
ところというよい評価の項目として選んでいる。これ
は，B と D は，字の形を整えるということをとても重
要なことであると思っているからと考えられる。
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Teaching transcribing at special needs education school
―Focused on teaching physically challenged children Ⅱ―
Fumiko Kawano ＊





















































１．研 修 期 間
　平成 24 年 6 月 11 日から 6 月 22 日に実施された。





























































































































































































































































































































































An attempt at hands-on training to the trainees from 
the Plurinational State of Bolivia
― A case study in special needs education school for the physically challenged, University of Tsukuba―
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とえば，子どもは親元 ( 家庭に近い環境 ) で育つのが当
たり前だが，そのためには，施設入所の前に徹底した育
児支援・家族支援が必要となる。両親が働いていれば



























　平成 21 年度におこなった姫路市 ( 人口 53 万人 ) の公
立保育所 30 園の５歳児の調査では，9.6% (73 人 / 総数
757 人 ) の子どもたちに行動面・社会性などに問題があ
り，何らかの支援が必要ではないかとの回答を得た。そ
のうちの 3.4％ (26 人 ) は障害があるとすでに診断されて
いて，私どものセンターが関わっている子どもたちで
























  3. 　特別支援学校数および在籍数の増加






















































































リテーションはエビデンス ( 根拠 ) が出せず，健常児と
の比較検討を十分におこなえないからである。











































































































































































































































































































































































































































































































基本法が 2012 年 7 月 29 日に改定された。その中では，























































































































































































































　著書は「障害児 ( 者 ) 地域療育等支援事業ハンドブッ
ク」( ぶどう社 )，「子育てを支える療育」( ぶどう社 )
等。
＊１) 障害者は，いま　　大野智也　岩波新書 ( 岩波書
店 ) 　 1988/8






































































































　感音性難聴で、平均聴力レベルは右 88 dB・左 74 dB
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			　	「南米ボリビア国の障害児教育における教師教育モデルの構築と展開」（平成 23 年度～ 24 年度）
　２）文部科学省科学研究費基盤研究（C）
				　「特別支援学校における幼児・児童の協同的学習を育む授業研究」（平成 22 年度～ 24 年度）
　３）文部科学省科学研究費補助金基盤研究（B）（一般）
				　「自閉症児に対する初期社会性発達アセスメントと支援プログラムの開発に関する研究」
																																																																（平成 21 年度～ 24 年度）
　４）筑波大学特別経費
			「超早期段階における知的・重複・発達障害児に対する先駆的な教育研究モデル事業」







































第 5条　研究誌の審査・編集のため，編集委員会 ( 以下「委員会」という。)をおく。
　⑵　委員会には委員長を置き，センター長をもってあてる。
　⑶　委員長はセンター運営委員のうちから若干名の委員を指名し委員会を組織する。







附則 : この規定は，平成 18 年２月１日から施行する。
附則 : この規定は，平成 20 年３月１日から施行する。
附則：この規定は，平成 22 年 4 月 1 日から施行する。
附則：この規定は、平成 24 年 4 月 1 日から施行する。
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